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製炭工程②窯本割り まき割り

製炭におけるまき割りのことを窯本割り(かまいわり)と いいます。

両手で収まらない窯木をクサビと木槌を使つてちようどよい太さに割

る作業です。

木槌も 4回作りました(作り方も使い方も悪いのかすぐ壊れてしま

います)。 木槌の振り下ろし方も、肘から落としたり肩甲骨を上げてか

ら降ろしたり膝を抜いたりしてより楽に割れるように試行錯誤してい

ます。綺麗に割れたときの音や爽快感はたまらないです。

越冬

私が作成した木槌

製炭師見習いとして
～防災の備蓄にぜひ炭を～

災害などでライフラインが止まつた時、本当に困つてしまいます。

復旧には程度や種類によりますが、東日本大震災では電気が 1～ 2

週間、ガスの復旧に 2～ 3週間かかつたところもあるようです。

炭は長期保存できる利点がある他に、簡易トイレの脱奥剤として、

飲み水の簡易ろ過機として、もちろん、暖房や調理に様々な場面で

使えます。

また、どれぐらいの量でどれくらい温まれるか、どうすればより火

持ちするか練習しておくといいですね。防災備蓄リストにぜひ炭とマ

TEL  0584-45-3113

(上石津地域事務所 地域政策課 )

冬の自宅前の様子
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簡易ろ過機の例 (国境なき医師団 HPよ り)

ッチも !

轟硬頸

鰊

時山に来て 7カ 月、越冬もできたのでそろそろ時山につい

て話す資格があるのかな ?と 思います (笑 )

夏は蚊やヒル.秋はガメ (カ メムシ)。 冬は寒さと雪と鼠。

いろんな障害 (P)がありましたが、それ以上に魅了させるも

のが時山にありました。日時や天候によって顔色を変える

山々。未だに発見すると大騒ぎさせられる動きの美 しい猿や

鹿達。夜の明暗を分ける月明り。勤勉で温かい時山の方々と

の交流。毎日毎日小さな感動をたくさん頂いています。次は

どんな春がやつてくるのか楽しみです。

裏面に新聞記事とお知らせが載

つています

発行者  大垣市 地域おこし協力隊 第 3期生 中村 明弘
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4日 (土 )

'之瀬地区

10:00～15:30

5日 (日 ) 9:00^V14:30

111日 (土) 多良地区 9:00～ 15:00

12日 (日 )

時地区 9:00～ 16:30

多良地区 9:00～ 15:00
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